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中国海軍艦艇の動向について

１２月１日（木）午後３時頃、海上自衛隊第５航空群「Ｐ－３Ｃ」（那覇）が、宮

古島の北東約１１０ｋｍの海域を太平洋から東シナ海に向けて北西進する中国海軍フ

ーチン級補給艦１隻を確認した。

同日午後９時頃、海上自衛隊第８護衛隊所属「さざなみ」（呉）及び「きりしま」（横

須賀）が、宮古島の北東約１１０ｋｍの海域を太平洋から東シナ海に向けて北西進す

る中国海軍ルフ級ミサイル駆逐艦１隻、ジャンカイⅡ級フリゲート１隻、ジャンウェ

イⅡ級フリゲート１隻及びルージョウ級ミサイル駆逐艦１隻の合計４隻を確認した。

なお、これらの艦艇は、１１月２２日（火）から２３日（水）にかけて、宮古島の

北東約１００ｋｍの海域を東シナ海から太平洋に向けて南東進し、その後、沖ノ鳥島

南西約９００ｋｍの海域において艦載ヘリコプターの飛行等の訓練及び洋上補給を行

っていたことが確認されている。



ルフ級ミサイル駆逐艦 （１１３）

ジャンカイⅡ級フリゲート（５３８）

フーチン級補給艦（８８１）



ルージョウ級ミサイル駆逐艦（１１６）

ジャンウェイⅡ級フリゲート（５２７）



艦載ヘリコプターの飛行

洋上補給
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